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２０２５年国⺠平和⼤⾏進 秋⽥⼊り 
６月５日、青森から引き継ぎ前に鹿角市・小坂町を宣伝カーで街頭宣伝をしながら、 

自治体に要請。激しい雨の降る矢立峠で青森から秋田県へ。雨脚が強まり例年のような 

交流もできず早々に集会を切り上げ、大館市に向かいましたが雨は上がり、スーパーいと

く前からハチ公小路まで行進。賑わっていた商店街も今は歩く人はなく、車が行き交う 

だけでしたが、通し行進の三浦 

コト子さんを先頭に元気よく 

行進。 

 

多数のマスコミや取材依頼 

 ウクライナ、パレスチナをは

じめ各地で紛争が続き、大国の

覇権主義的行動などで核兵器使

用の危機が高まっている被爆 80

年。そんな情勢の反映か、被爆

80 年・日本被団協のノーベル賞

受賞の効果なのか、マスコミ取

材が多かったのに驚きました。

地元テレビ ABS は６日の夕方のニ

ュース枠で放映、できれば昼時間

帯でも放映したいとのこと。 

 
鹿角市では、ペナントへの賛同

を依頼し快諾される 

小坂町・細越満町長と核兵器をめぐる情勢について懇談。ペナント記名も 


